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要旨 

ナイマン方言は中国内モンゴル東部地域のモンゴル語諸方言の一つである。 

本稿は方言話者に対する面接調査に基づく１次資料を収集・整理・分析し、モンゴル語ナイ

マン方言の近隣諸方言における位置付けを音韻変化の面から、近隣諸方言との比較研究を踏まえ、

客観的に解明することを目的とした。 

本稿の執筆にあたって用いた研究方法は、記述研究が中心である。また、モンゴル文語及び中

国領内モンゴル語標準音との比較研究を中心にし、できる限りホルチン方言・バーリン方言・ハ

ラチン方言など隣接方言とも比較して検討した。 

そして、従来の方言区画論において、ナイマン方言をバーリン方言の一部、或はホルチン方言

の一部としていた通説を再検討し、ナイマン方言はこれらの諸方言と同格の方言であるというこ

とを音韻変化の面から実証した。 

ナイマン方言は、ホルチン方言とバーリン方言の中間的方言としての性格を持つ一方で、隣接

の諸方言と異なり、隣接しないチャハル方言と共通する特徴ももっている。ナイマン方言は、た

しかに中国領内のモンゴル語標準音及び隣接の諸方言との近似性が高い方言である。しかし、ナ

イマン方言固有の特徴もみられる。 

ナイマン方言とチャハル方言の近似性の近さは、現在の地理的距離の遠近によるものではなく、

歴史的な由来に起因すると考えられる。 

 

abstract 

The Naiman dialect is one of the Mongolian dialect of the eastern area of the  

Innermongolia in the People’s Republic of China.   

As the research method, this artiacle centered on the description research method was used. 

This research concentrated on compare the Naiman dialect of the Modern Mongolian 

Language with Mongolian written language and standard accent. Meanwhile, comparison 

with other adjacent dialect such as the Horuchin dialect, the Baarin dialect and the Harachin 

dialect also has been concerned as much as possible to expand the range of the examination.
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And, after reexamined past dialect division theory, able to proved the Naiman dialect 

is not a part of the Baarin dialect or the Horuchin dialect and is one of the major 

dialects of the Innermongolia as well as the Baarin dialect and the Horuchin dialect.  

The Naiman dialect is an intermediate dialect of the Horuchin dialect and the Baarin 

dialect, and it differs from adjacent dialects the Horuchin dialect, the Baarin dialect, 

and the Harachin dialect of adjacent, and has a common feature with the Chahar dialect. 

the Naiman dialect is similar to standard accent and the various dialects of adjacent in 

respect of the phoneme, and the approximation (differ from the adjacent dialect) with 

the Chahar dialect is seen. On the other hand, a peculiar feature to the Naiman d ialect 

is seen.It is thought that the neighborhood resemblance of the Naiman dialect and the 

Chahar dialect is not shown the geographic of present distance but originates in a 

historical origin. 

 

0.1 はじめに 

ナイマン旗のモンゴル人は、歴史的にはもともと現在のナイマン旗の所在地と異なり、

チャハル（察哈尔1）地域に居住していた。そのため、言語的にナイマン方言 2にはチャハ

ル方言の特徴もみられる。 

筆者は、これまで現地調査の一次資料に基づき、モンゴル語ナイマン方言を具体的に記

述し、隣接方言におけるナイマン方言の位置付けの再検討及びそれを実証することを試み

てきた。本稿はその一部である。 

 

0.2 研究目的と方法 

本稿は現地調査に基づく１次資料を収集・整理・分析することにより、モンゴル語ナイ

マン方言の実態と近隣諸方言における位置づけを解明することを目的とした。すなわち、

ナイマン方言はバーリン方言の一部、或はホルチン方言の一部ではなく、ナイマン方言は

バーリン方言・ホルチン方言と同格の内モンゴルの諸方言の一つであることを実証するこ

とが本研究の主たる目的である。 

研究方法としては、モンゴル語のナイマン方言をモンゴル文語及び標準音 3との比較研究

を中心にし、できる限りバーリン方言・ホルチン方言・ハラチン方言など隣接諸方言とも

比較して検討する。 

そして、従来の方言区画論において、ナイマン方言をバーリン方言の一部、或はホルチ

ン方言の一部としていた通説を再検討する。 

 

0.3 ナイマン旗とナイマン方言の概況 

モンゴル語ナイマン方言は、中国内モンゴル自治区の東南部に位置するナイマン（奈曼）
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旗のモンゴル口語を指す。 

モンゴル国では首都のウラン・バートルで話されているハルハ方言が標準音となってい

る。中国領内では、中部方言（内モンゴル方言とも呼ばれている）を基礎方言として、中

部方言の中の「ショローンフフ・ホショーに代表されるチャハル方言が標準語として選ば

れている。ここで言う標準語とは主に音韻レベルでの違いを指すもので、・・・（フフバー

トル 1997：12）。中国領内のモンゴル語標準音（以下“標準音”と呼ぶ）は「標準音地域

の音韻体系を基礎にすると同時に、モンゴル文語の音韻体系を規範とし、現代モンゴル語

の普遍的な特徴を考慮する」という原則によって定められている（フフバートル 1997：13）。 

ナイマン旗は約8100平方㎞の面積を有する。それは東京都・埼玉県・神奈川県を合わせ

た面積に相当する。最新の統計（2000年末）によるとナイマン旗の総人口は42万8712人で、

うち漢人は26万5841人であり、その62％を占める。モンゴル人は15万4385人であり、約36％

となっている。  

「北元時代に、ナイマン部族はチャハルの８つのオトグの一つだった。（略）16 世紀

の半ば頃、ナイマン部族はチャハル・トメンと共に（もともとの故郷であるチャハルの地

域から4）東方に移動して、現在のナイマン旗が位置する地域にたどり着き、そこで南方へ

移動していた内ハルハの人々と合流することとなった。このころからナイマン（旗のモン

ゴル人）の口語がバーリン方言の影響を受け始めた。清朝の時代、ナイマン旗がバーリン

（巴林）・オーハン（敖汉）・オンニォード（翁牛特）（の各旗）などと一緒にジョーオダ

盟に長く所属していたため、その口語が徐々にバーリン方言に属するようになると同時に、

古来の特徴も残され、ジリム盟の他の旗・県と異なることとなった」（『奈曼旗志』2002：

165）。  

1636 年、清朝がホショ－（旗）、ジャサク（扎萨克）などの制度を定めた際には、ナイ

マン部族は 50 のソム（苏木）からなる「ナイマン旗」（ソムの上級行政単位）として編集

された。  

ナイマン旗は、その上級行政単位において様々な変遷が見られる。すなわち、1644 年か

ら長年ジョーオダ（昭乌达）盟に属していたが、満洲国（1932～1945 年）時代には、  

1934－1943 年は興安西省に、1943－1945 年は興安総省に属していた。その後、1945 年か

らはジリム（哲里木）盟に属していたが、現在は通遼市（哲里木盟は通遼市と名称変更）

の一部となっている。このような所属する上級行政単位の変遷をはじめ、隣接するモンゴ

ル語諸方言や漢語の様々な影響により、ナイマン方言はモンゴル語の諸方言の中でも独特

で複雑な方言として発達してきた。すなわち、ナイマン方言は中国領内のモンゴル語標準

音や隣接の諸方言に本来近似する方言であるが、音韻・文法・語彙の各分野で固有の特徴

もみられる。また、ナイマン方言はバーリン（巴林）方言・ホルチン（科尔沁）方言・ハ

ラチン（喀喇沁）方言と隣接しながら、隣接していないチャハル（察哈尔）方言とも共通

点がみられる。  
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 一方、隣接諸方言との相互干渉のほか、ナイマン旗の人口の３分の２を占める漢族の存

在も無視できず、ナイマン方言に対する漢語の影響は大きい。ナイマン方言は現在のとこ

ろ危機言語というほどの状況ではないが、将来の展望は決して楽観視できるものではない。

教育と文化活動により活性化させる必要がある  

 

0.4 従来の方言区画論におけるナイマン方言の位置付け 

0.4.1．一つの中間方言と見なす方言区画論 

モンゴル国の言語学研究者 Sh. Luvsanvandan（1959）は、中国領内のモンゴル語の方言

を ① 中央方言  ② 西部方言  ③ 東部方言の大きく三つに区画しているが、さらに三つの

中間方言があるとし、ナイマン方言を中央方言と東部方言の中間方言と位置づけている

（MOmO・AmuGulang 1990：83）。  

  

0.4.2 バーリン方言の一部とする方言区画論 

  1955～1956 年に中国で実施された全国規模のモンゴル諸語とモンゴル語方言調査の後、

中国領内のモンゴル語方言は、①  バルガ・ブリヤート方言  ② 東部方言 ③ 中部方言 ④  

西部方言 ⑤ オイラト方言の五つの方言群に区画された（Sudulqu tasuG 1964：25）。ナイマ

ン旗のモンゴル口語はその中の東部方言の下位のバーリン方言の一部とされた（Sudulqu 

tasuG 1964：45）。  

1980 年の３月に ① 内モンゴル方言（中部方言） ② オイラト方言（西部方言） ③ バ

ルガ・ブリヤート方言（東部方言）の三大方言群が設定された（Tian siyoo 2004：79-80）。

このうち、内モンゴル方言（中部方言）はさらに六つの下位方言に区画され、ナイマン旗

のモンゴル語方言はその中のバーリン方言の一部とされた。 

一方、内蒙古大学のチンゲルタイ教授は、中国における国内のモンゴル語方言を ① 内

モンゴル方言（中部方言） ② オイラト方言（西部方言） ③ バルガ・ブリヤート方言（東

部方言）の三大方言群に区画し、内モンゴル方言（中部方言）をさらに六つの下位方言に

区画している。そして「これらの下位方言の中間に多くの過渡的方言がある。たとえば、

バーリン方言の中のオーハン旗とナイマン旗の方言はバーリン方言・ホルチン方言・ハラ

チン方言の中間的な特徴を持っている。また、ナイマン旗のモンゴル語方言は西部地域の

一部の方言の特徴をもっている」と述べている（Cenggeltei 1979）。  

以上のほかにも、中国における国内のモンゴル語方言区画論は、ナイマン旗のモンゴル

語方言をバーリン方言の一部としているものがほとんどであった。  

 

0.4.3 ホルチン方言の一部とする方言区画論 

TUrgen（1978）は、ナイマン方言をホルチン方言の一部とした。その理由として、ナイ

マン旗はホルチン方言の中心地であるホルチン（科尔沁）左翼中旗及びホルチン（科尔沁）
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左翼後旗と同じ行政単位に属し、地理的にも近いことが考えられる。  

 

0.5 中国におけるモンゴル語の方言研究 

0.5.1 これまでの中国におけるモンゴル語の方言調査と研究史の概要 

 中国領内のモンゴル語方言研究は20世紀の50年代から始められたと言える。  

 1955～1956 年に実施された全国規模のモンゴル諸語とモンゴル語諸方言の調査が中国

におけるモンゴル語方言研究の第一歩となった。  

 これまでに、中国の各研究機関により各地で行われたモンゴル語方言調査及びその他の

個人的な調査の結果により、モンゴル語方言に関する有益な資料が蓄積された。  

 上述の調査のうち、筆者が唯一の大学院生として携わったのが次の２回の調査である。

それは、1993年と1994年の夏、内蒙古大学蒙古語研究所の数人の教員と大学院生（筆者）

がジリム盟（現在の通遼市）とジョーオダ盟（現在の赤峰市）でそれぞれ行った現地調査

である5。  

中国におけるモンゴル語諸方言の社会言語学的研究は初期段階にあることが現状であ

る。  

 中国におけるモンゴル語諸方言の言語地理学的な研究はまだ始まっていないといえる。

内モンゴル大学のチンゲルタイ教授の「モンゴル研究に地図の方法を用いることについ

て」という論文（Cenggeltei 1985）はモンゴル語方言研究の理論上及び方法論上の新たな

問題を提起した画期的で啓蒙的な論文であった。  

 

0.5.2 ナイマン方言の先行研究 

ナイマン方言の研究は 1980 年代から始まったが、筆者によるものを含め、ナイマン方言

に関する先行研究として以下のようなものが挙げられる。  

① Bolu（1984）：“Naiman qusiGun-u nutuG-un ayalGu-yin abiyan-u qubiral-un tuqai                              

angqan-u ajiGlalta（ナイマン旗地方方言における音韻変化に関する第一報）” 

② Qairqan（1988）：“Naiman aman ayalGun deki ergigUlUn qolboqu Uge <  dalai >（ナイ 

  マン方言の接続語 dalai について）”  

③ SangdUgUreng・Cegen（1989）：“Naiman aman ayalGun-u abiyan-u sistEm（ナイマ   

    ン方言の音韻体系）”   

④ ӦljeitoGtuqu（1991）：“Naiman aman ayalGun-u kedUn geigUlUgci abiyan-u 

ondoosiqu asaGudal-du（ナイマン方言における若干の子音の異化について）”  

⑤ Secen（1995）：“Naiman qusiGun-u yariyan-u kele-yi dUrimjigUlkU-dU qolboGdaqu 

abiyan-u asaGudal（ナイマン旗の口語の標準音化に関わる音韻の問題）” 

  ⑥  Caiyun（1995）：“Naiman aman ayalGun-u abiyalaburi-yin sistEm-Un oncaliG（ナイ 

    マン方言の音韻体系の特徴）” 
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⑦ MOnggUngerel（1996）：“Naiman aman ayalGun-u abiyan-u qubiral（ナイマン方言 

       の音韻変化）” 

⑧ MOnggUngerel（1998）：Naiman aman ayalGu（ナイマン方言）  

⑨ ムングンゲレル（2001）：「モンゴル語ナイマン方言の口語資料」  

⑩ Jouo Hakutarou（城生佰太郎）・MOnggUngerel（2004）：“Naiman aman ayalGun-u  

egesig-Un jadalulta ― daGun-u uqaGan-u jadalulta-bar Gool bolGaGsan（ナイマン

方言における母音の分析 ― 音響音声学的解析を中心に―）” 

⑪ ムングンゲレル（2005）：「モンゴル語ナイマン方言における格の用法」  

⑫ ムングンゲレル（2006）：「モンゴル語ナイマン方言の形態・語彙的特徴」  

⑬ Secen（2000）：“BaGarin aru qorcin naiman-u abiyan-u qaricaGulul（バーリン・           

    アルホルチン・ナイマンの音韻の比較）” 

⑭ MOnggUngerel（2013）：“ӦbOr mongGol-un jegUn oron-u mongGol kelen-U aman ayalGu 

nuGud-un tOrOl sadun-u daGudalG_a-yin tuqai ― naiman aman ayalGu-bar Gool 

bolGaba（内モンゴル東部地域のモンゴル語諸方言における新属語彙について

―ナイマン方言を中心に―）”  

 ⑮ MOnggUngerel（2013）：“Nasun-u jUriy_e-tai qolbuGdaGsan naiman aman ayalGun-u 

abiyan-u qubiral-i sinjilekU-ni（年代層別の差異に関連するナイマン方言の音

韻変化について）”  

 

ナイマン方言の研究は研究史的には前期と後期の２段階に分けられる。  

前期は 1980 年代～1990 年代半ば頃までで、方法論的には、ナイマン旗出身のモンゴル

人のネイティブの研究者の内省によるものが多い。内容的にはほとんど音韻に関する記述

研究であった。先行研究の  ①～⑥ まで（②を除く）はこれに当る。なお、② は文法に関

するものである。  

後期は 90 年代半ば頃以降の研究で、方法論的には現地調査による録音及び画像の記録と

それをデータベース化したものを基礎資料にしているものが多い。世代別動態分析と音韻

以外にも形態や語彙に亘る広範囲の分析及び音響音声学の方法も試みられている。上に挙

げた先行研究の  ⑦～⑮（⑬を除き）はこれに当る。なお  ⑦ ⑧ は現地調査によるもので

あるが、データベース化はなされておらず、画像資料もない。⑨⑩⑪ はデータベース化し

た現地調査の資料に基づいたものである。⑩ ⑮ の調査の全過程においてインフォーマン

トの発音の様子を全てビデオ録画し、画像として収録し、記録を残した。⑧  はナイマン方

言の音韻・文法・語彙を初めて体系的に記述したものである。⑮はナイマン方言の音韻の

動態分析を行ったものである。⑬は年代的には後期に入るが、ナイマン旗のモンゴル口語

をバーリン方言の三つの下位方言の一つと見なし、方法論的にはアルホルチン方言のネイ

ティブの研究者の内省による記述及び文献資料に基づくものである。 
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0.6 資料とインフォーマント  

本稿執筆にあたって用いる基礎資料は、筆者自身が 1999 年及び 2000 年に行った２回の

現地調査の資料をデータベース化したものである。すなわち、1999 年８月、ナイマン旗の

バヤン・タラ6・ソムのドゥルブン・オボー（“四つの礎”）ガチャーでチョイジホルロー氏

が語った物語、同じくトメンウルジ氏の談話、バガ・ベルヘ7・ソムのドルジニンブ氏の談

話、さらに、2000 年 10 月にナイマン旗のラジオ放送局でバヤン・タラ・ソムのジューン・

ウフルイン・タラーのデーボウ氏が語った物語をそれぞれ録音し、全部で 3339
8文をデー

タベース化したものである9。本稿で使用した符号はデータベースの符号と同じである。符

号の説明は凡例を参照されたい。  

調査方法としては、ナイマン方言の音韻・形態・語彙などを総合的に研究するための資

料収集を目的とし、口承文芸などを自然に話してもらうというものだった。  

 

表１：インフォーマントの一覧  

インフォーマント  生年  性別  職業  就学期間  談話資料の文の番号  

チョイジホルロー氏  1938 男性  牧民  ４年  0001～1967 

トメンウルジ氏  1946 男性  牧民  ６年  1968～2529 

ドルジニンブ氏  1944 男性  牧民  ５年  2530～2728 

デーボウ氏  1969 男性  牧民  高卒（12 年）  2729～3339  

 

これらの調査のほかに、2004 年の８月にバガ・ベルヘ・ソムのイヘ・ジゲスタイ村で現

地調査を行った10。  

  本稿では以上の現地調査の資料のほかに、内蒙古大学蒙古語研究所のモンゴル語方言地

図作成のための調査（1993 年と 1994 年の夏各２ヶ月間）の資料11も参考した。  

ナイマン旗のバヤン・タラ・ソムとバガ・ベルヘ・ソムを調査対象地域として選定した

理由は以下の通りである。  

まず、バガ・ベルヘ・ソムは砂漠があり交通が不便で、公共交通手段として 1999 年  

夏から通っているバスも強風が吹き荒れる春の季節には不通になることがある。また、バ

ヤン・タラ・ソムの調査地では（1999 年と 2000 年当時）未だにバスが通じてさえいない。

このため、これらの地区は他の言語（具体的には漢語）や隣接方言の影響を最も受けるこ

とが少ないと考えられる。  

 調査地域はナイマン旗の中で、ナイマン方言の代表的な使用地域であると言える。「ナイ

マン旗の西北部と北部では、民俗・習慣・伝統や方言の各方面で純粋なナイマン旗（のモ

ンゴル文化）の固有の特徴が最も強い。南部はハラチン方言の影響を受けて、東部はホル

チン方言の影響を受けている」（『奈曼旗志』2002：165）12。  
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そのため、本稿の基礎資料の調査対象地域の選定が適切であることは『奈曼旗志』のこ

の記述からも分かる。  

 

凡 例 

 

本稿に使用した各種記号は以下のように用いた。  

 

各種記号：（ -  _    ( )     ^   ） 

 

ハイフン（  -  ） 

（１）格語尾・複数語尾・人称所属助辞・再帰所属語尾と語幹の間の表示。 

例 :  uxEr-i:n  TE:DEn-d  oFo:-gi:  obgEn-Z:  ni:rs-E:r  ma:dZ:n-dtEr 

  xu:-gu:d    jZma:-d    jaN_gJar-Tud 

   nCxC:-gi:-mEn  gEr-t-TEM   DJ^s-n 

     Jrx-a:n    gEr-tn    gEr-tE:(-n)    xun-Z:-xE-d 

 

（２）強調の助辞 ／l／／T／の前。 

例:  idDi-l-Z:D  garDi-l  usErD CrC:d-l-Z:   dJrlEx-T 

 

（３）文語の「形動詞語尾-Gsan/-gsen と-qu/-kU ＋ 断定助辞 jim」は、ナイマン方言で

は縮約され／-sEm／／-xEm／となる。この場合の助辞／m／の前。 

     例:  JrsTxE-m  irsE-m 

 

（４）疑問助辞／i:、（j）、u:、J:、（Z:）／の前。 

例:  ni:rs-E:r xEn muN sOln-J: ?  

 

（５）呼びかけの助辞の前。 

例:  mo:m-o:  arEgt-a: 

  

つなぎ記号（ _ ） 

（１）複数の音節からなる漢語語彙の漢字と漢字のつなぎ。 

例:  maN_maN_di  jaN_gJar-Tud 

（２）概称の構成部分（MOnggUngerel 1998：65-68 参照）のつなぎ。 

 例:  FZrEx_mZrHEn-d 

 

（３）同じ言葉による畳語のつなぎ。 

 例:  Zm_Zm-a:r-a:n  odEr_odEr 

 

（４）一部の定型的表現に含まれる要素のつなぎ。 

       例:  J^rsx-a:s_Er... ugE:lZ: 
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丸かっこ（（  ）） 

音が変化している場合の元の音を(  ) の中に記す。 

  例:  arEgt obgEN(n) gED 

 

また、音韻または音節が脱落した場合は、ハイフンを付けて(-  ) のように表す。 

  例:  xun-Z: xElH-E:r(-bC)lJ:l   

 

 なお、次のような規則的な縮約の場合は括弧を付けない。 

 

  a. 属格語尾の末尾の／n／の脱落 

   属格形のあとに再帰所属語尾及び人称所属助辞が後続する場合、属格語尾の末尾の／

n／は規則的に脱落する。 

  例:  ni:rs-i:(-n)-Tin  o:s-i:(-n)-xE:n  a:b-i:(-n)-xa:n のように表記しないで、

ni:rs-i:-Tin  o:s-i:-x-E:n  a:b-i:-xa:n と表記する。 

 

  b. 畳語の前の語の末尾の音の脱落 

  例:  xO:(-n)_xO:n-C:s-C:(-n) のように表記しないで、xO:_xO:n-C:s-C:(-n) と

表記する。 

 

  c. その他 

語頭の／x t T／がその後の子音の影響で／g d D／と規則的に有声化する。し

たがって、この場合にも元の音は示さない。 

       例:  g(x)uTir  d(t)CsC:d   D(T)ix のように表記しないで、guTir dCsC:d   

Dix と表記する。    

      

右肩小文字（ ^ ） 

／J^／は第１音節の／J／の異音を示す。具体的には「3.1.1.1」で後述する。 

 例:  gJ^rbEn Dil-i:n  

 

プラス記号（＋） 

漢語からの借用語のあとに付ける。 

 例:  la:_ja:+ sar 

 

右肩のアステリスク（ * ） 

子音で終る語末（文末の場合が多い）、当該語の意味を強調する部分（a:5）の前に付け

る。 

 例:  u(-g)lE: Ert*E: 
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本論 標準音及び他の方言との音対応 

 

1.1  音韻の対応  

1.1.1  語頭子音の交替  

ナイマン方言では標準音の語頭の x  t  T はその後に来る子音の影響で g  d  D に異

化することがある。この点でナイマン方言は隣接のホルチン方言・ハラチン方言・バーリ

ン方言とは区別され、地理的に隣接していないチャハル方言（Secen 1998：138）やオルド

ス方言（Secen・BaGatur・Sengge 2002：96；98）などの内モンゴルの中部・西部の方言と

同じである。  

 

(1) 異化の条件  

ナイマン方言では、標準音の x  t  T で始まる語頭の「子音＋母音」の構成に子音 x  t  

T  s  F が直接後続するまたは m  n  N 以外の子音が挿入されると、語頭の x  t  T が g  

d  D に異化する。この異化は条件付きの異化である。 

これらの子音の中で、t  T の d  D への異化は無声音の有声音への変化であり、x の g

への異化は摩擦音の破裂音への変化である。 

 

表２：x＞g の異化の例 

文語 13 標準音 14 ナイマン方言 意味 

gsaie keseg xEsEg gEsEg       u(04)068215 塊   

gsiie kesig xEFig gEFig / gEFEg   u(09)2250 / u(09)2264 恩恵 

ficiyaL kiciyel xETE:l gETE:l      u(02)0340 授業 

gvdagoA kebteged xEbtE:d gEbtE:d        u(08)1654 寝て 

Q  qadax[O  qataGu xatJ: gatJ: / gatu:    u(10)2586 / u(11)3306 硬い 

Q  qavcix[aoA qabciGad xabTa:d gabTa:d        u(06)0937 挟んで 

 

表３：t＞d の異化の例 

文語 標準音 ナイマン方言 意味 

DosO tosu  tCs dCs         u(09)2068 油 

Dasix[oR tasiGur taFJ:r dZFJ:r       u(04)0548 鞭 

Doxdaxa [ _L toGtaGal tCgtC:l dCgtC:l         u(09)2110 規定 

Dadax[aoA tataGad tata:d data:d         u(10)2717 引いて 
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表４：T＞D 異化の例 

文語 標準音 ナイマン方言 意味 

cisO cisu TJs DJs / DJ^s u(09)2158/ u(01)0047   血 

cavcixO cabciqu TAbTIx DZbTix           u(01)0253 刈る 

cco cacu-- TaTI- DZT-           u(10)2674 撒き散らす 

 

(2) 異化しない条件 

上記のような異化の条件のある子音の間に長母音または第１音節末に m  n  N がある

場合は語頭の x  t  T は g  d  D に異化しない。なお、上記の長母音とはナイマン方言で

は長母音で発音されるが、文語では二重母音の場合もある。すなわち、ナイマン方言では

長母音として現れる母音のことである。 

 

表５：長母音が挟まれた例 

文語 標準音 ナイマン方言 意味 

Dox[osXE toGosq_a tC:sCg tC:sEg              u (05)0786 煉瓦 

gogoA keUked xu:xEd xu:xEd              u (06)0881 子供 

c x[aasO  caGasu Ta:s Ta:s                u(09)2277 紙 

 

表６：m  n  N が挟まれた例 

文語 標準音 ナイマン方言 意味 

qansI qangsi xaNF xaNF         ――16
 値段 

qaacoI qancui xanTI: xZnTi:        ――  袖 

DamsiyalaxO tamsiyalaqu tamFa:lax tamFa:lEx         ―― 舌打ちをする 

DamacagA tamecegen tEmTE:n tEmTE:n        u(11)3183 争い 

camcA camca TamT TZmT        ――  薄いコート 

 

ナイマン方言の語頭の x  t  T が g  d  D に異化する変化は語幹だけに発生し、派生

語には発生しない。  

異化する条件に適合する子音が一つの語にあっても、その一つの語の二つの子音が異な

った形態素から構成される場合には、語頭の x  t  T は g  d  D に異化しない。  
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表７：派生語との比較の例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味    

DakfixO takiqu tAxIx dZxEx          u(09)2222 祭る   

Daksix[oR tasiGur taFJ:r dZFJ:r           u(04)0548 鞭 

DolxO =oigI tulqu Ugei tJlax gue tJlxuE           u(07)1216 至らない 

 

標準音の tAxIx は文語では「 taki ＋  qu」の構成で、標準音では「tAx ＋ x」の構成で

ある。語幹が tAx であるため、ナイマン方言で語頭の t が異化し、d となる。  

標準音の taFJ:r は語幹と語尾に分けられない。すなわち、一つの形態素から構成されて

いるため、ナイマン方言で語頭の子音 t が異化し、d となる。 

標準音の tJlax は文語では「 tul ＋ qu」の構成で、標準音では「tJl ＋ x」の構成で、

語幹と語尾に分けられる。すなわち、二つの形態素から構成されているため、ナイマン方

言で語頭の子音 t が d と異化しない。 

語頭の子音 x  t  T の g  d  D への異化或は互いに交替して使われる例はモンゴル諸

語にもみられる。 

 

表８：モンゴル諸語にみられる t と d の交替の例 

文語 ダグル語 東部ユグル語 標準音 ナイマン方言 意味 

DakGIE takiy_a   daNga daxGa  tAxIa dZxa:  u(06)0916 鶏 

 

しかし、モンゴル諸語にみられるこれらの子音の交替は第１音節に限らず、第２音節以

降にもみられる。 

 

異化の特徴をまとめると次のようになる。 

① x  t  T で始まる語頭の音節に子音 x  t  T  s  F が直接後続したり、或いは m  

n  N 以外の子音が挿入されたりすると、語頭の x  t  T が g  d  D に異化する。 

② 上の条件で、第１音節に長母音があるまたは第１音節末に m  n  N がある場合、

語頭の x  t  T は g  d  D に異化しない。 

③ この変化は語幹のみに発生する逆行異化であり、派生語には発生しない。 

 

1.1.2  場所によらない交替 

1.1.2.1  子音の対応 

ナイマン方言では、 ① n-N の対応 ② b-m の対応 ③ m-N の対応 ④ n-m の対応 ⑤ 

n-l の対応 ⑥ g-r の対応  ⑦ T-F の対応 ⑧ D-j の対応  ⑨ r-l の対応  ⑩ F-j の対応 

⑪ x-F の対応の 11 の対応があるが、以下ではこれらを順に見ていく。 
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① n-N の対応 

 ナイマン方言では、バーリン方言・ホルチン方言・ハラチン方言などの隣接諸方言と同

様に文語と標準音の一部の語末の n が N で発音される。チャハル方言・オラド方言などで

は標準音の語末の n が全て N で発音される。この点ではナイマン方言は、チャハル方言・

オラド方言など内モンゴル中部・西部の諸方言と区別され、文語により近い。 

 

表９：語末の n-N の対応の例 

文語 標準音 ナイマン方言 意味 

Qq[orbljiA Gurbaljin gJrbalDin gJrbElDEN     ―― 三角 

FiadalaA kOndelen xondlEn xondlEN     u(04)0547 横 

DoirbljiA dOrbeljin dorbElDin durbElDEN     u(09)2404 四角 

Q>aa @ aA manan manan manEN    ―― 霧 

FiraljagA@E gUreljegen_e gurE:lDgEn gurE:lDEN   ―― こおろぎ 

 

 ナイマン方言では、以上のように標準音の少数の語末の n が N で発音される語を除き、

ほとんど n で発音される。  

ナイマン方言には、標準音の少数の語中の n も N と発音される。  

 

表 10：語中の n-N の対応の例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

zoa @osxO sonosqu  sCnsCx        sCNsEx    u(04)0603 聞く  

 

この現象はホルチン方言・ハラチン方言（Secen 1998：363）にもみられる。 

 

②  b-m の対応 

ナイマン方言では、標準音の少数の語中の b が m で発音される。 

 

表 11：語中の b-m の対応の例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

=oVX oboG CbCg CmEg     u(05)0731 名字 

=@ilVzO nilbusu nJlmas nOlmEs    ―― 涙 

>axaVoA maqabod maxbCd  max mCd    ―― 体質 

qarVxO qarbuqu xarbax     xarmEx    u(01)0014 射る 
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b と m の対応の例はモンゴル語の他の方言及びモンゴル諸語にもみられる。  

 

モンゴル語の一部の方言に zilB  silbi（足首；パイプ煙管の吸い口）qarVxO qarbuqu（射る）

の b は m で発音される。m-N の対応の例は調査資料（1993 年 1994 年）17 によると次のよ

うである。 

 

表 12：他の方言における b-m の対応の例  

 

b-m の対応はモンゴル諸語及び諸方言の語中だけではなく、語頭と語末にも現れる。  

 ヘシグテン方言とバーリン方言はチャハル方言と地理的に近いこともあり、b-m の対応

に関して文語及び標準音に近く、ナイマン方言・ホルチン方言などと異なる。  

モンゴル諸語にも b-m の対応の例がみられる。  

 

表 13：モンゴル諸語における b-m の対応の例  

文語  標準音  東部ユグル語  意味  

VlbraI   bulbarai bJlabrA:   mElWEri:   幼い 

 

③  m-N の対応 

ナイマン方言では、標準音の少数の語中の m が N で発音される。  

 

表 14：m-N の対応の例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

=@imglagoA nimgeleged nimgElE:d    iNlE:d          u(09)2151 薄くして 

=mFF emkUkU    umxEx      uNNEx / uNEx     ―― （口に）含む 

 

④  n-m の対応 

ナイマン方言では標準音の少数の語中の n が m で発音される。  

 

 

  調査地  

調査語  

ホ ル チ

ン 左 翼

後旗   

ホルチ

ン左翼

中旗  

アルホ

ル チ

ン旗   

ナ イ

マ ン

旗  

ヘ シ

グ テ

ン旗  

オンニ

ォード

旗  

バ ー

リ ン

左旗  

バ ー

リ ン

右旗  

ハ ラ

チ ン

旗  

zilB  silbi  23
18

 28 8 0 0 0 0 0 1 

qarVxO qarbuqu 全て 全て 2 全て  0 0 9 0 6 
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表 15：n-m の対応の例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味 

yirdiacO yirtincU yortonT ErtEmT       u(08)1351 世の中 

q[oiiraacI Goiranci gJIranT gJjirEmT          ―― 乞食 

 

このような対応は他の方言にもみられる。yirdiacO yirtincU（世の中）の n を m で発音す

る例は調査資料（1993 年と 1994 年）によると次のようである。  

 

表 16：n-m の対応の各方言の例 

調査地 

 

調査語       

ホルチ

ン左翼

後旗  

ホ ル チ

ン 左 翼

中旗 

ジャロ

ード旗 

アルホ

ルチン

旗 

フレー

旗 

ナ イ

マ ン

旗19 

バーリ

ン左旗 

バーリ

ン右旗 

ハ ラ チ

ン旗 

yirdiacO   

yirtincU  

23 29 14 12 全て ６  ８  11 ５  

 

上の例とは反対に、ナイマン方言では文語の少数の語中と語末の m を n で発音する場合

もある。他の方言及び標準音にも文語とこのように対応する例がみられる。  

 

表 17：m - n の対応の例 

文語 標準音 ナイマン方言 意味 

=omdax[as- umdaGas- Jnda:s-   Jnda:s-   u(02)0375 喉が渇く 

DomdA dumda dJnd   dJnd     u(04)0567 中部 

Yyax [oME  foME yaGum_a keUm_e jum xum  jim xun     u(09)2228 もの 

 

⑤  n-l の対応 

ナイマン方言では標準音の一連の語頭の n が l で発音される。  
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表 18：語頭の n - l の対応の例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

=@oisaR nUser nusEr lEsEr     ―― 重い 

=a  @ WvcI nabci nabT lZbT     u(10)2535 葉 

=a @maX[E namaG_a Nama: lama:     ―― たくさんの葉；柔らかい枝 

=@ @ooXE nuuq_a nJ:x     lJ:x       ―― 目やに 

=@oxdO noGtu nCgt  lCgt       ―― おもがい 

=@avdA nebte nEbt lEbt / lu:d   u(11)3303 貫通 

=@avciF nebcikU nEbTix lEbTix     ―― 滲む；浸透する 

     

 同様に、文語の=a @ WvdaiixO nabtaiqu（垂れ下がる）や =@avdaraF  nebterekU（透る）などの語頭の

子音が標準音では n で、ナイマン方言では l である。すなわち、ナイマン方言では labti:x  

lEbtErEx のように発音される。このような語頭の n が l で発音される現象はバーリン方言

（Secen 1998：276）・ホルチン方言（BayancoGtu 2002：80）・ハラチン方言（Secen 1998：

363）にもみられる。  

語頭の n が l で発音される現象はナイマン方言とその隣接方言にみられるが、チャハル

方言など内モンゴルの中部及び西部の方言にはみられない。  

 モンゴル諸語にも n-l の対応の例がみられる。  

 

表 19：モンゴル諸語における n-l の対応の例(1)  

文語  標準音  バオアン語  意味  

cina@axO  cingnaqu  TaNnax ʨaNlegu 静かに聞く；盗み聞きする 

Dama @axO  damnaqu damnax  dablagu 担う 

=@oxdO noGtu nCgt   lCxta おもがい 

 

表 20：モンゴル諸語における n - l の対応の例(2) 

文語  標準音  東部ユグル語  意味  

=a  @ WvcI nabci nabT labTaG 葉 

 

表 21：モンゴル諸語における n - l の対応の例(3) 

文語  標準音  ダグル語  意味  

= @oM nom nCm lCm 本；お経 

=a  @maX[E namaG_a nama: lawa: たくさんの葉；柔らかい枝 

=a  @ WvcI nabci nabT larT 葉 
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n - l の対応の例はナイマン方言では語頭だけでなく、語中にもみられる。  

標準音の m に後続する語中の n がナイマン方言では l で発音される。これは、鼻音 m の

影響で後続する鼻音 n が異化したためである。  

 

表 22：語中の n - l の対応の例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

Dama @axO damnaqu damnax  damlEx  u(11)2825 担う 

Doma @oxO domnoqu dCmnCx dCmlEx   ―― 呪う 

zama @axO samnaqu samnax samlEx   ―― 櫛をかける 

brdama @ axO bardamnaqu bardamnax bardEmlEx ―― 驕り高ぶる 

 

ナイマン方言では、上の例とは逆に、標準音の l が n で発音される例もみられる。例え

ば、文語の:aiidaxO  laidaqu（浚う）が標準音では lA:dax であり、ナイマン方言では nZ:dEx

である。  

l - n の対応の例はモンゴル諸語にもみられる。  

 

表 23：モンゴル諸語における l - n の対応の例(1) 

文語  標準音  バオアン語  意味  

>alagI melekei mElxi:  mEngi: 蛙 

qaldori qalturi- xaltar-   xandEr 滑る 

 

表 24：モンゴル諸語における l - n の対応の例(2) 

文語 標準音 ダグル語 意味 

>ilaX[E milaG_a mIla: mina: 馬の鞭 

=oilos Olus- ols-  xuns- 腹がへる 

=@ilVsO nilbusu nJlmas   nonbus 涙 

 

  以上のほかに、ナイマン方言では  ZDin〔=ajiL   ajil 〕（仕事）のように、文語の少数の

語末の l が n で発音される。  

 

⑥  g-r の対応 

  ナイマン方言では文語と標準音の少数の語末の g が r で発音される。例えば、文語の coxaX 

cuqaG（珍しい、稀）は標準音では TJxag であるが、ナイマン方言では DJxE(J)r20である。

標準音の TJxag の語末の g が r で発音されることはホルチン方言・ハラチン方言にも同様
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にみられる（1993 年と 1994 年の調査）。文語と比較すると実は g＞r と r＞g の対応の例は

少数であるが、標準音にもみられる。例えば、ceceg＋lig＞cEcErlig   OrlOge＞oglo: のよ

うである。そのため、文語と比較すると、g＞r と r＞g の対応は現代モンゴル語の諸方言

及び標準音にもみられる。  

 

⑦  T-F の対応  

ナイマン方言では、標準音の少数の語の T が F で発音される。  

 

表 25：T-F の対応の例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

caR cer TEr Fir 痰 

cidaL cidal TIdal  FZdEl 力 

=@icA nica nIT   nZF 砕ける 

 

チャハル方言・バーリン方言（Secen1998：275）・ハラチン方言（Secen 1998：363）でも

少数の語の T が F で発音されている。ホルチン方言では標準音の T が全て F で発音される。  

 

⑧  D -j の対応 

 ナイマン方言では、標準音の少数の語の D が j で発音される。このような対応はモンゴ

ル諸語にもみられる。  

 

表 26：D -j の対応の例  

文語 標準音 ナイマン方言 意味 

JaacixO janciqu DAnTIx jZnTEx     u(08)1896 殴る、叩く 

=jI eji E:D  E:j       u(09)2093 母 

 

表 27：モンゴル諸語における D-j の対応の例  

文語  標準音  バオアン語  意味  

Jaaci janci- DAnT- jant*i- 殴る、叩く 

JariM jarim DArIm  jarEm 一部 

 

⑨ r-l の対応 

ナイマン方言では、少数の語において文語及び標準音と比較して r と l の対応の例がみ

られる。例えば、文語の DoirKGKF   tUrkikU（塗る）は標準音では turxEx であるが、ナイマン
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方言では dulxEx(t＞d の異化)である。  

l - r の対応の例: 限界の副動詞語尾は標準音では-tal4
21であるが、ナイマン方言では-tEr

である。 l が r で発音される点でナイマン方言はチャハル方言と同様である。  

例１: u(09)2262  gEr-tE:M CrD irtEr gJrEb Jda: asJ:n .（家に入って来るまで３回聞

く。） 

例２: u(09)2435  En burgo: gEr-TEM CdC: mEn tZbEM xEdn Cn bCltEr bZ:D Fu: .

（burgo: gEr22は 50 年代まであった。）  

 

⑩  F-j の対応 

ナイマン方言では、標準音の少数の語頭の F が j で発音される。  

 

表 28：F-j の対応の例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

zidaxO  Sitaqu FItax jZtEx 燃える 

ziljaraxO  Siljaraqu FIlDrax jZlDirEx 柔らかくなるまで煮える 

  

チャハル方言にもこのような現象がある（norjin 2001：122；Secen 1998：140）。また、

文語の zidaxO sitaqu ziljaraxO siljaraqu   zirgie   sirkeg （繊維） zixax[O   siqaGu （狭い） zibaa prU a aO   

sibqarqu（湿り気がなくなる） zidogA sitUgen（崇拝物、トーテム）の語頭子音が標準音で

は F で、ウジュムチン方言（チャハル方言の隣接方言）では j で発音される（KUkebars・

Cimeg 1997：42）。  

  

⑪  x-F の対応    

ナイマン方言では標準音の一部の語頭の x（文語の i の前の k）が F で発音される。この

点でナイマン方言はバーリン方言・ホルチン方言と異なり、ハラチン方言と共通している。  

 

表 29：x-F の対応の例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

f iraa [aO kiraGu   xIrJ: FZrJ:    ―― 霜 

firoge kirUge xoro: Fyro:  ―― 鋸  

fijax[alaN kijaGalang xIDa:laN FiDa:lEN u(09)2332 ４歳の牛と馬、３歳の山羊と羊 

fimoraX[e kimuraG_a xImra: FZmra:  ―― 風邪 

GrI kiri xir Fir    ―― 能力、程度 

firx[oI kirGui xIrGJi FZrgJ:   ―― ハイ鷹 
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語頭の x-F の対応の例はハラチン方言に比較的多くみられる。例えば、ハラチン方言の

多くの調査地点では標準音の xJ:rs（虱の卵）（文語では fix[orzO kiGursu）が FJ:rEs / FZ:rEs 

/ FI:rEs のように発音される（1994 年の調査資料）。また、標準音の xuitEn（寒い；冷た

い）（文語では FiidaA kUiten）が寧城県のハラチン方言では Fy:tEn / Fi:tEn と発音されてい

る（1994 年の調査資料）。  

 

このほかにナイマン方言では、標準音の一部の語中の T / D が t / d で発音される。  

 

表 30：語中の T-t と  D -d の対応の例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味 

VcalxO bucalqu bJTlax bOtlEx  u(01)0043 沸く 

=aajisO  anjisu anDIs ZndEs   u(10)2672 犂 

 

1.1.2.2  母音の対応 

(1 ) 円唇母音と非円唇母音の対応  

円唇母音と非円唇母音の対応については  (a) 円唇母音から非円唇母音への対応  (b) 非

円唇母音から円唇母音への対応  (c) 円唇母音同士の対応の三つに分けて述べる。  

 

(a) 円唇母音から非円唇母音への対応  

このような対応には J-a の対応と u-E の対応がある。  

ナイマン方言では、標準音の一連の語（語頭に b がある）の第１音節の円唇母音 J が a

で、u が E で発音される。これは、後続する音節の非円唇長母音に同化した結果である。

この点でナイマン方言は隣接のバーリン方言・ハラチン方言と同様、文語やチャハル方言・

オルドス方言など内モンゴルの中部及び西部方言と異なる。ホルチン方言では一部の語に

おいて第１音節の円唇母音が非円唇化しない。 

 

表 31：J-a と u-E の対応の例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

VdaX[E budaG_a    bJda: bada:        u(02)0350 ご飯 

Vliya  buliya-    bJla:- bala:-        u(11)3289 奪う      

V rx[asO burGasu bJrga:s  barga:s      u(10)2700 柳の枝のような植物 

Vidag bUtege- butE:- bEtE:-      u(06)0834 蓋をする 

ViliyaA  bUliyen     buliEn / bolion bElE:n       u(08)1422 温い 

VildaiiFk U  bUlteikU bulti:x bElti:x        ―― （目を）大きくする    
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表 32：J-a と u-E 及び o-E の対応の隣接方言との比較の例  

文語  標準音  ナイマン

方言  

バーリン

方言  

ホルチン  

方言  

ハラチン  

方言  

意味  

>oiadoR mOndOr mondEr mEndEr mondEr mundEr mEndEr 雹    

Vrx[ @asO burGasu bJrga:s barga:s barga:s barga:s         barga:s 表 31 同  

ViliyaA bUliyen buliE:n bElE:n bElE:n bulE:n/bilE:n23 bElE:n 温い  

Vliya buliya- bJlIa:- bala:-  bala:-  bala:-           bala:- 奪う  

VdaX[E budaG_a bJda: bada:  bada:  bada:           bada: ご飯  

 

表 33：o-E と o:-E: の対応の例  

文語  標準音                      ナイマン方言  意味 

>oiF mOgU  mo:g mE:g         u(10)2625 椎茸 

>oiadoR mOndOr mondor mEndEr       u(06)0874 雹 

 

表 32 のように、ナイマン方言では語頭に b がある標準音の一部の語の第１音節の J（第

２音節に長母音 a: がある）が a で発音され、u（第２音節に長母音 E: がある）が E で発

音される。バーリン方言・ハラチン方言もナイマン方言と同様で、ホルチン方言では一部

の語がナイマン方言と同様である。  

表 32 と表 33 のように、ナイマン方言では語頭に m がある標準音の一部の語の第１音節

の o と o: が非円唇母音化し、それぞれ E と E: で発音される。o が非円唇母音化する点

でハラチン方言はナイマン方言と同様である。 

 

ナイマン方言では標準音の第１音節の二重母音 ui が i:で発音される例もある。 

例: u(11)3005  xi:tn DabEr（寒い風） 

 

表 34：ui - i: の対応の各方言との比較の例 

文語 

 

標準音 チャハル 

方言 

ナイマン 

方言 

バーリ 

ン方言 

ホルチ 

ン方言 

ハ ラ チ

ン方言 

意味 

 

FiidaA kUiten    xuitEn    xi:tEN   xi:tn u(11)3005 xy:tEn xy:tn  xy:tEn 寒い 

FiisO kUisU xuis xuis/xi:s xi:s   ――  xy:s   xy:s  xi:s   臍 

 

上の表のように、語頭の x に後続する標準音の第１音節の二重母音 ui が隣接のバーリン

方言・ホルチン方言では y:で発音され、ナイマン方言では i:で発音される。  
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 (b) 非円唇母音から円唇母音への対応  

標準音及び隣接のバーリン方言・ホルチン方言の一連の語頭の非円唇母音がナイマン方

言では円唇母音で発音される。また、標準音及びホルチン方言に非円唇母音で発音される

ものがナイマン方言とバーリン方言では円唇母音で発音される例もある。  

 

表 35
24：非円唇母音と円唇母音の対応の諸方言との比較 

文語 

 

標準音 ナイマン 

方言 25 

ホルチン 

方言 

バーリン 

方言 

意味 

zidaM sidam FI:dam FCdEm FZdEm FZdEm 棒 

vax[aljooR baGaljuur bagalDJ:r bJgJlDJr bagElDJr bagElDJ:r 喉 

Damage temege tEmE: tomo: / tumo: tEmE: tomo: 駱駝 

 

(c) 円唇母音同士の対応 

①  J-C の対応 

標準音の一連の語の b に後続する第１音節の J がナイマン方言では C～O で発音される。 

 

表 36：J-C の対応の例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

Vx[O buGu bJg bCg            u(07)1193 鹿 

VrcaX burcaG bJrTag bOrTEg          u(10)2684 豆； 

VraaaA burqan bJrxan bCrxEn         u(09)2265 仏様   

VyaA buyan bJjIn bCjin           u(08)1384 福 

 

ナイマン方言・バーリン方言・ホルチン方言・ハラチン方言に共にこの現象がみられる

が、ホルチン方言には J のまま発音される場合がある。すなわち、ナイマン方言はこの点

で隣接のバーリン方言及びハラチン方言と同様で、ホルチン方言とは一部が同様である。  
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表 37：J-C の対応の各方言の比較の例  

文語  標準音  ナイマン  

方言  

バーリン  

方言  

ホルチン  

方言  

ハラチン  

方言  

意味  

Vx[O buGu bJg bCg             bCg bCg bCg 鹿 

VrcaX burcaG bJrTag bOrTEg     bOrTEg   bOrFEg   bOrTig   豆 

VraaaA burqan bJrxan bCrxEn bCrxEn    bCrxEn bCrxan   仏様 

VyaA buyan bJjIn bCjin bCjin bJjan bCjin 福 

Vcal bucal- bJTl- bOtl- bOTl- bJFl- bOTl- 沸騰 

V XE buq_a bJx bCx  bCx bJx bCx 種牛 

V laX bulaG bJlag bClEg bClEg bClEg bClCg 泉 

 

②  o-u の対応 

標準音の一部の語の第１音節の o がナイマン方言では u で発音される。  

 

表 38：o-u の対応の各方言の比較の例 

文語 ナイマン方言 バーリン方言 ホルチン方言 ハラチン方言 意味 

FilosO kOlOsO xuls u(08)1732 xols / xolEs xuls xolos 汗 

 

 なお、チャハル方言にも o-u の対応の現象がみられる（フフバートル 1997：13-14）。  

o-u の対応の規則性を探ることを今後の課題にしたい。  

標準音の第１音節の o と u がナイマン方言では o / u 両方で発音される例もある。  

 

表 39：o-u の対応の例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

DoirO tOrO tor tor    39
26 tur   25 国家 

FiadO kUndU xund xond / xondo:   6      xund / xundu:   5   重い 

 

標準音の tor と xund はバーリン方言では tor  xund で、ホルチン方言では tur  xundE:

で、ハラチン方言では tor  xundu: である。ホルチン方言では o がない、o の代わりに多

くの場合 u が用いられる（SecenbaGatur 2005：317）。  

「アルホルチン旗とバーリン左旗を除くジョーオダ（昭乌达）方言27には o-u の対応の現

象はみられない」（孙竹 1996：56）。すなわち、現在のバーリン方言の代表地であるバーリ

ン右旗では o-u の対応の現象はみられないということである。  
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(2) 長母音と短母音の対応  

このような対応には  (a) 長母音から短母音への対応と  (b) 短母音から長母音への対応

の二つあり、それぞれ順に述べる。  

 

 (a) 長母音から短母音への対応 

標準音の一部の語における長母音がナイマン方言では短母音で発音される。  

 

表 40：長母音から短母音への対応の例  

文語  

 

標準音  

  

ナイマン

方言28
 

バーリン  

方言  

ホルチン  

方言  

ハラチン  

方言  

意味  

 

brax[oA baraGun barJ:n barEn barEn/barJ:n barEn barEn 右 

cifiie cigig Ti:g  Tig Ti:g Fi:g Ti:g 湿気 

yx[aafijO yaGakiju ja:D  jaxaD ja:D  jaxaD 

 

jaxaD どのよ

うに 

 

バーリン方言では barEn（1994 年の調査）と発音される場合が圧倒的に多い。ホルチン

方言とハラチン方言では barEn（1993 年の調査）と発音される。また文語の cifiie cigig は

隣接のバーリン方言とハラチン方言では Ti:g で、ホルチン方言では Fi:g となっている。

文語の yaa [ aafijO yaGakiju の母音はバーリン方言では標準音と同様に長母音になっており、ナ

イマン方言とハラチン方言では jaxaD となり、長母音化していない。  

以上のほかに、文語の ba[aa KfixO baGagiqu（噴く） qoroa [ aovcI  quruGubci  （指貫） =ayoolixaI ayuuliqai 

（胸）は標準音では、ba:gax  xurJ:bT  ajJ:lxA: のように、長母音で発音されるところ

は、ナイマン方言で bagEx  xOrEbT  ajilxa:のように短母音で発音される。  

上の例の文語の ba[aa KfixO baGagiqu と qoroa [ aovcI   quruGubci は aGa>a:  ugu>J: のように「母

音＋g(G)＋母音」の音節が子音の脱落により、標準音及び他の方言では a:  J: の長母音と

なっているが、ナイマン方言ではそれぞれ a  J の短母音となり、さらに第２音節以降の

短母音の弱化により、J が E で発音されるようになったものと解釈できる。また、文語の

=ayoolixaI ayuuliqai  の第２音節の二つの同じ母音 uu が標準音では長母音で発音されるところ

は、ナイマン方言では短母音 i で発音される。  

  文語の qoyaa [aolA  qoyaGula は標準音では xCjJ:l のように第２音節の母音が長母音であるが、

ナイマン方言とホルチン方言では第２音節の母音が短母音で発音される。  

標準音とナイマン方言で長母音であるが、ホルチン方言では短母音となる例もみられる。 
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表 41：長母音と単母音の対応のナイマン方言とホルチン方言との比較の例  

文語  標準音  ナイマン方言  ホルチン方言  意味  

=alcix[oR alciGur alTJ:r ZlTJ:r    u(06)0834 ZlFur タオル 

=@ariA narin nArI:n nZri:n    u(08)1640 nZrEn 細い 

 

長母音と単母音の対応においてモンゴル諸語にもナイマン方言と同じ例がみられる。   

 

表 42：長母音と単母音の対応のモンゴル諸語との比較の例  

文語  標準音  ナイマン方言  東部ユグル語  意味  

qorox[ovcI quruGubci xJrJ:bT xOrEbT  ―― xurEbT 指貫 

cifiie cigig Ti:g  Tig   u (09)2445 Tig 湿気 

JaFA jegUn  Du:n Dun   u(08)1674 DuN 左 

            

(b) 短母音から長母音への対応  

標準音の一部の語の短母音がナイマン方言では長母音で発音される。  

 

表 43：短母音と長母音の対応の例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

=arx[aL arGal  argal argJ:l          u(09)2142 乾いた牛糞 

q@[ox[ooA GoGod  gCgCd gJ:gJ:d        u(10)2690 韮 

竹 

 

孙竹（1996：118）によると、標準音の argal（文語の =arx[aL   arGal）の第２音節の母音が

ホルチン方言では長母音であるが、バーリン方言とハラチン方言では短母音である。 

 

 (3) 男性母音と女性母音の対応 

ナイマン方言では文語と標準音の一部の語の男性母音と女性母音の代替がみられる。  

 

表 44：男性母音と女性母音の対応の例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

DaY UiirF teirkU ti:rEx tZ:rEx 家畜が後脚を後ろへ蹴る 

qoI  zalk KfiA qui salkin xJI sAlxIn xui / xy: sZlxEn 旋風 

zibxrxO sibqarqu  Fabxrax FibxurEx 水が切れる 

bX[E  cia@agA baG_a cinegen bag TinE:n bag_Tina:n29
 少な(からず) 

mailto:cia@agA
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表 45：男性母音と女性母音の対応の各方言の比較の例  

文語  標準音  ナイマン  

方言  

ホルチン  

方言  

バーリン  

方言  

意味  

=@isogoA nisUged nisE:d             nZsa:d  u(06)1042 nZsa:d              nisE:d              飛んで 

=@irgF nirgekU nirgEx nZrgEx   ――  nZrgEx nirgEx 雷撃する 

JinGa@aF jingginekU DiNgEnEx DZNnEx  ―― DZNlEx DiNnEx 冷える 

 

以上のほかにも標準音の TimEx  inD   ginD はホルチン方言で FZmEx  ZnD  gZnD

である（BayancoGtu 2002：24）。  

 

(4) 二重母音から短母音への変化 

文語と標準音の少数の語中の二重母音がナイマン方言では単母音である。  

 

表 46：二重母音から短母音への変化の例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

FiicaF gUicekU guiTEx guTEx    u(08)1688 足りる 

 

文語の少数の語中の二重母音が標準音では長母音であるが、ナイマン方言で脱落する。  

 

表 47：文語の語中の二重母音の脱落の例  

文語 標準音 ナイマン方言 意味 

Dadoiicia@agA tedUicinegen todi:TinE:n   tEdTinE:n  u(11)2819 そんなに 

gdoiicia@agA kedUicinegen xEdi:TinE:n   xEdTinE:n  u(08)1708 いくら 

 

1.2  音韻の脱落  

子音 r の脱落 

ナイマン方言では、文語と標準音の一連の語中の r が脱落する。  

表 48 のように、標準音の語中の＜r＋ l＞と＜r＋F＞の構成の場合の r がナイマン方言で

脱落している。  
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表 48：語中の r の脱落の例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

byarlaxO bayarlaqu bajarlax bajilEx   u(11)3298 喜ぶ 

cagrlaF cegerlekU TE:rlEx TE:lEx    u(09)2228 戒める 

gorsiF keUrsikU  xu:rFix xu:FEx     ――  焦げる   

qorsixO qorsiqu xCrFIx gCFEx     ―― 共同で 

yarsiX yarsiG jArFIg jZFEg     ―― やかましい 

qarsI qarsi xarF gaF      ―― 邪魔 

  

また、文語と標準音の一つの語における二つの r の先行する音節の r がナイマン方言で

は脱落する。  

 

表 49：一つの語に二つの r が入った場合の r の脱落の例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

varGraxO barkiraqu bArxrax bZxrEx / bZHZr-   u(01)0213 叫ぶ 

P  z { } a PrGraxO Sarkiraqu FArxrax FZxrEx      ―― だるくていたい 

 

モンゴル諸語及び他の方言にも r の脱落の例がみられる。  

 

表 50：モンゴル諸語における r の脱落の例  (1 ) 

文語  準音  ドゥンシャン語  意味  

Qqajaax [R qajaGar xaDa:r Gada 轡（くつわ） 

qoroxaI qoruqai xCrxO: Gugi 虫 

=ngR engger ENgEr ENgiE （中国服の）前身頃 

qordoA qurdun xJrdan Gudun 速い 

 

表 51：モンゴル諸語における r の脱落の例  (2) 

文語  標準音  東部ユグル語  意味  

FirdaLE kUrtel_e xurtEl kutele~kurtele まで 

DargdA dergete  dErgEt  degde  隣、傍 

                

隣接のホルチン方言でも文語の byarlaxO bayarlaqu（喜ぶ）  cagrlaF cegerlekU（禁忌する）   

Jarliie  jerlig（野生の）などの子音 r が脱落する（BayancoGtu 2002：82）。 
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 子音 l の脱落  

ナイマン方言では、文語と標準音の一連の語中の l が脱落する。  

 

 

表 52：語中の l の脱落の例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

qalasiraxO   qalasiraqu xalFrax gaFirEx 飽きる 

qalxalaxO qalqalaqu xalxlax gaxJ:lEx 遮る 

=oirFljilaF UrgUljilekU urgElDlEx uHurElDEx 連なる 

 

モンゴル諸語に l があるのに現代モンゴル語には l のない例がある。  

 

表 53：モンゴル諸語における l の脱落していない例 (1)  

文語  標準音  バオアン語  意味  

JJx[asO jiGasu Dagas Daga:lsoN 魚 

>oisO mOsO mos melsoN 氷 

 

表 54：モンゴル諸語における l の脱落していない例 (2)  

文語  標準音  モングォル語  意味  

zoisO sOsO  sos su:ldz*E 胆 

caaa [asO  caGasu  Ta:s Ta:ldz*E 紙 

>oisO mOsO  mos mo*lsE 氷 

 

表 55：モンゴル諸語における l の脱落の例 

文語 標準音    ドゥンシャン語 意味 

filx[asO   kilGasu xIlgas Guu*GasuN 馬のたてがみと尻尾の毛 

=arx[aL arGal argal haNGa 乾いた牛糞 

  

 

子音 b の脱落 

ナイマン方言では、標準音の一部の語中の b が脱落する。  
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表 56：語中の b の脱落の例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

qormoiivcI qormoibci xCrmO:bT xOrmO:T エプロン 

=ombxO umbaqu    Jmbax  CmEx 泳ぐ 

 

子音 b の脱落の現象はモンゴル諸語及びモンゴル語の他の方言にもみられる。  

表 57：モンゴル諸語における b の脱落の例  

文語  標準音  ドゥンシャン語  意味  

=@avcI nabci nabT laTEN 葉 

 

表 58：モンゴル語の他の方言における b の脱落の例                        

文語  標準音  チャハル方言 30  意味  

=vciFO ebcigUU EbTu:  uTu: 胸 

DoivGa@aF  tObkinekU tobxonox duxnEx 安置する 

   

また、文語の k  jobki をウラーン・ハダ市のオンニォード旗・寧城県・ハラチン旗・バ

ーリン左旗の一部の調査地点では DOx～DCx ともいう。この場合 b が脱落している。  

 

子音 x と g の脱落 

ナイマン方言及びその隣接の諸方言では標準音の N に後続する g が脱落する。  

 

表 59：N に後続する g の各方言の例31 

文語  標準音  ナイマン

方言32   

バーリン  

方言  

ホ ル チ

ン方言  

ハラチン  

方言  

意味  

cinX[E cingG_a TaNg  TaN TaNg    FaN    TaN    強い 

DafrI tegri tENgEr tENEr tENgEr tENEr tENEr 天 

zolonX[E solungG_a             sClCNg sClEN sClEN sClEN sClCN 虹 

zonx[oaaO sungGuqu sJNgax sJNEx sJNgEx sJNEx sJNEx 選ぶ 

>anx[oZ mangGus             maNgas maNEs maNNEs/maNs maNEs manes 悪魔 

>oinF mOnggU             moNg muN moNg / moN mEN moN/moNg 銀 

 

N に後続する g の脱落は、ホルチン方言（Secen 1998:299）とハラチン方言（Secen 

1998:351）にもみられる。バーリン方言についての記述研究では、この現象についての記

述は確認されていない。上の表からみてとれるように、バーリン方言では完全に脱落した
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ものは sClEN のみで、脱落しない例が多い。チャハル方言では N に後続する g は脱落しな

い。  

 

表 60：N に後続する g の脱落の例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

cinX[E cingG_a TaNg TaN         u(04)0534 強い 

qaranX[E qarangG_a xaraNg xarEN       u(08)1895 銅鑼（どら） 

=on a [aolaxO ongGulaqu CNgClCx CNlEx / CNlCx  u(09)2178 / u(09)2175  供養する 

 

ナイマン方言では、上の条件のほかに、標準音の一部の語中の子音 x と g が脱落する。 

 

表 61：語中の x と g が脱落する例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

catxolaN cadqulang   TatgalaN TadlEN     ―― おなかいっぱい 

carcaxaI carcaqai TarTa:xA: DZrTZ:     ―― 蝗 

=@ig<ozoA nigemUsUn nEgmoson nEmsEn     u(03)0517 完全に 

=oifdagF UgtegekU ugtE:x utE:x      ―― 抜く 

FiraljagA@E gUreljegen_e gurElDgEn gurE:lDEN    ―― コオロギ 

 

また、文語の q[axcax[aR GaGcaGar は標準音では ganTa:r / gagTa:r で、ナイマンでは ganTa:r 

/ gaTa:r と発音され、gaTa:r の場合は語中の g が脱落している。 

例１: u(11)2734  ganTa:r-a:N(n) gara:d jZbD .（一人で出て行った。）  

例２: u(11)2813  <End Ti: gaTa:r-a:n bClxuZ , Zm-a:N(n) gE:n*E: > gED .（「ここにあ

なたが一人でいてはいけない」と言った。）  

 

ナイマン方言では標準音の語末の g が脱落する例もみられる。  

 

表 62：語末の g が脱落する例 

文語 標準音 ナイマン方言 意味 

=irmaie irmeg                                irmEg irmEg33 / irEm 縁 

 

音韻の脱落の現象は他の方言及びモンゴル諸語にもみられる。例えば、文語の =irmaie irmeg

をナイマン方言のほかに、バーリン方言・ホルチン方言・ハラチン方言の一部の調査地点

で irEm ともいう。また、文語の=@idorX[e nidurG_a（拳）は標準音では nJdrag であるが、ハ
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ラチン方言では nJdEr というところがある（1994 年の調査）。文語の VimVge   bOmbOge（ボ

ール）は標準音では bombog であり、ウラーン・ハダ市の寧城県の多くの調査地点では

bombo: / bumbu: という（1994 年の調査資料）。 

以上のほかに、ナイマン方言では標準音の語頭の n が脱落する例もみられる。 

 

表 63：語頭の n が脱落する例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

=p @imgA   nimgen nimgEn iNEn           u(09)2151 薄い 

 

モンゴル語方言には語頭の x が脱落する例もある。例えば、1994 年の調査資料によると

ウラーン・ハダ市のハラチン旗や寧城県などのハラチン方言では標準音の xJtag を J^tEg 

～ JtEg という。また、ヘシグテン旗の多くの調査地とバーリン左旗の一部の調査地でも

標準音の xJtag の語頭の x が脱落する現象がみられる。  

この他、ナイマン方言では語中の x がほとんどの場合に摩擦が曖昧化し、閉鎖音で発音

される。これを「H」で記すことができよう。 

 

表 64：語中の x の摩擦が曖昧化し、閉鎖音で発音される例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

q[aaxaI Gaqai gaxA: gaHa:          u(09)2121 豚 

=@oaaaI noqai nCxO: nCHC:          u(11)3275 犬 

DoxoI toqoi dCxO:   dCHC:          ―― 肘 

qaxaxO qaqaqu xaxax gaHax          ―― 咽ぶ 

 

x の摩擦が曖昧化することについて、Nulmajab(1986)では、「子音 x の摩擦の曖昧化と脱

落の現象は、ハラチン・トメド方言だけの現象ではなく、ホルチン方言にもみられる。そ

れはある程度の普遍性をもっている」と述べた。そのため、x の摩擦の曖昧化はナイマン

方言及びその隣接のホルチン方言とハラチン方言にも共通している現象と言える。  

 

1.3  音節の脱落  

(1) 第１音節の脱落  

文語と標準音の少数の語の音節がナイマン方言では脱落する。  
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表 65：音節が脱落する例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

=oimogI Umekei umxi: miHi: / mExi:   u(10)2652 臭い 

DodoM totum tJtam tEn       u(08)1797 （すればする）ほど 

  

=oimogI  の第１音節の脱落はバーリン方言・ホルチン方言・ハラチン方言の各方言にもみ

られる。 

DodoM totum はホルチンでは sEm-a:n34となり、第１音節が脱落する。 

 (2) 二つの語からなる語 

ナイマン方言では音韻の省略により、標準音の二つの語が一つの語になる例もある。例

えば、文語の  =rdA  ~=doR  erte edUr は標準音では Ert odor で、ナイマン方言では ErtE:r  ~（先日）

と発音される。 

tEr odor も Ert odor も３音節（１音節＋２音節）であるが、todEr / todor と ErtE:r は２

音節語である。  

 

表 66：二つの語から一つの語になる例  

文語  標準音  ナイマン方言  チャハル方言 35
 

DarA  =doR36
 tere edUr tEr odor todEr / todor      u(08)1506 toldor37

 

      

以上のように、ナイマン方言では隣接の方言と異なり、チャハル方言・ウジュムチン方

言と近い現象がみられる。 

また、ナイマン方言では、文語の=R e   ~=M e  er_e em_e （夫婦）に xCjil（二人で）が後続

する場合は ErEm と発音され、それ以外の場合は標準音と同様に Er Em と発音される。  

例１: u(08)1697  ErEm xCjl-C:n nEg xu:-tZ:-ga:n gJrbJ:l-a:n DJl DargEltZ: sZ:HEn 

ZmdErl-d CrTT*Z: .（夫婦二人が自分の一人の息子と幸せな人生を始まった。）  

例２: u(11)2958  <ENE:d tZdn xEDE:d-E:n mETgE:d Er Em bClC:d sJ:Tg*E: > gED .

（「そして、あなたたちが夫婦になってください」と言った。） 

 

 以上のような音韻の脱落の例から、ナイマン方言では音韻の省略の傾向があることがわ

かる。ナイマン方言では標準音及び文語と比べて、音韻の添加もみられるが、音韻の省略

が主となっている。子音の脱落、音節の脱落、長母音を短母音でいう、二重母音を短母音

でいう、二つの語から一つの語になるのは全て音韻省略の現象である。  

 しかし、文語と標準音では母音の間の子音が脱落して、長母音が発生したのに、ナイマ

ン方言では子音の脱落と長母音が発生しない例がある。  
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表 67：母音の間の子音が脱落せず、長母音が発生していない例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

JJFR jigUr Du:r DibEr         ―― 翼 

Yyax [aGjO yaGakiju ja:D jaxaD      u(01)0292 どういうふうに 

=adox[ @ @osO aduGusu adJ:s adgJs      ―― 畜生 

=ox@ [ @oR uGur J:r JgJr       ―― 臼 

 

1.4  音韻の添加  

子音 n の添加 

ナイマン方言では、語頭に n が添加する例がある。また、標準音と文語に n がない少数

の語末にナイマン方言で n が観察される。  

 

表 68：語頭に n が添加する例 

文語 標準音  ナイマン方言 意味 

=iimO eimU     i:m ni:m        u(06)0945、u(09)1980 このような 

 

ナイマン方言では、ni:m と同じ意味の ni:mE:ldi:も多く使われる。  

 

表 69：語末に n が添加する例  

文語  標準音  ナイマン方言  チャハル方言  意味  

qorcA qurca xJrT gJrTa: / gJrTin  ―― gJrTIN 鋭い 

DakfsI tegsi tEgF dEgF / dEgFin   ―― dEgFiN 平ら 

=oadoO ondoo CndC: CndC:n    u(02)0354 CndC:N 別の 

 

 上の表の中の例はチャハル方言（SecenbaGatur 1993）とナイマン方言で語末に子音が増

加する点で近似している。  

 

子音 g の添加 

ナイマン方言では、語中に子音 g が添加する例がある。例えば、1993 年の調査では、表

70 のように標準音の muFE:x はナイマン方言の年配層には mEgFE:x という形で５地点に

確認された。 

表 70：語中に g が添加する例  

文語  標準音  ナイマン方言  意味  

>oisiyaF mUsiyekU muFE:x    mEgFE:x 微笑む 
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これは、あくまでも文語及び標準音との対応からみるとナイマン方言の年配層で g が添

加している形になっている。  

語中に g が添加する例は他の方言にもみられる。例えば、文語の VidoA   bUtUn  Q（全体）  

qox[osoA )   qoGosun （空の）は標準音では  butEn  xC:sCn であるが、ホルチン方言では butgEn  

xC:sgEn である。以上は語中に g が添加している例である。  

 ナイマン方言で語末に子音 g が添加する例もある。  

 

表 71：語末に g が添加する例 

文語 標準音 ナイマン方言 意味 

=@orMe nurm_a nJram nCrmEg ほとぼり 

  DawaR ed tawar Ed tawa:r Ed tabrEg 物 

 

文語と標準音では語末に g がなく、他の方言及びモンゴル諸語には語末に g がある例が

若干みられる。例えば、文語の  =FR   egUr（巣）は標準音では  u:r であるが、ホルチン方

言では u:rEg である。  

この他、文語の zaxsO   saGsu（籠）（標準音及び他の方言では sags）はハラチン方言の多

くの調査地点では sagsEg と発音される。JJFR   jigUr（翼）はハラチン方言及び現在の通遼

市の開魯県の調査地点では DibrEg と発音されるところがある（1993 年と 1994 年の調査）。

1993 年と 1994 年の調査では zormoosO sormuusu（睫）の語末に g が添加し、sCrEmsEg～

sOrEmsEg と発音される地点があった。zormoosO sormuusu の語末に g が添加する調査地点を

調査資料（1993 年と 1994 年の調査）からみると次のようである。 

 

表 72：各方言における zormoosO sormuusu の語末に g が添加される地点 

 

次は文語と標準音には語末に g がなく、モンゴル諸語には語末に g がある例である。  

 

表 73：モンゴル諸語における語末に g がある例(その１) 

文語  標準音  バオアン語  意味  

DafrI tegri  tENgEr tENgErEg 天  

 

 

調査の場所 ホルチン 

左翼後旗 

ホルチン

左翼中旗 

ナイマン

旗 

バーリン

右旗 

バーリン 

左旗 

寧城 

県 

zormoosO   sormuusu   5 2 1 9 6 1 
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表 74：モンゴル諸語における語末に g がある例 (その２) 

文語  標準音  東部ユグル語  意味  

=@avcI nabci nabT labTaG 葉  

 

表 75：モンゴル諸語における語末に g がある例(その３) 

文語 標準音 モングォル語 意味 

FirjA kUrje xurD  gurDag シャベル  

 

ナイマン方言では、語頭に x が添加されている例もある。例えば、文語の =otxoxO udququ

（掬う）は標準音では Jtgax で、ナイマン方言では gJtgEx である。  

 

1.5  音韻の転換 

 

ナイマン方言では標準音と比較して少数の語に音韻の転換がみられる。 

 

表 76：音韻の転換の例 

文語 標準音 ナイマン方言 意味 

q[oliR Gulir     gJlir         gJrEl        u(02)0353 面 

Jax[adoa @axO jaGatunaqu    Dagtnax DZtgEnEx  ―― 痒い 

=oirFljilagT UrgUljileged    urgElDlE:d uHurElDE:d  ―― 連なって 

=alaxdaX[E alaGdaG_a    alagda: alda:g    ―― 跳び兎 

 

文語の =oirFljilagT UrgUljileged は標準音では urgElDlE:d であり、ナイマン方言では

uHurElDE:d と発音される。ここでは標準音の第２音節の g がナイマン方言では H となっ

ており、さらに H が r と転換している。  

文語の=irmaie  irmeg（縁）は標準音では irmEg であり、ナイマン方言の多くの地域では標

準音と同様に irmEg と発音されるが、一部の地域では irEm または imrEg とも発音される。 
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まとめ 

 

ナイマン方言とチャハル方言及び隣接の諸方言との音韻の比較 

 

１．ナイマン方言とチャハル方言の音韻の比較 

共通点： 

① 語頭子音 x  t  T がその後の子音の影響で g d D と有声化する（1.1.1）。 

② 限界の副動詞語尾は標準音では-tal4、チャハル方言では-tar4 で、ナイマン方言では-tEr

で、l が r で発音される点で、チャハル方言とナイマン方言は同様である（1.1.2.1）。 

③ 標準音の一連の語頭の F が j で発音される（1.1.2.1）。  

相違点： 

① ナイマン方言では文語と標準音の一連の語頭 n が l で発音される（1.1.2.1）。 

② ナイマン方言では標準音の一部の語頭の x（文語の i の前の k）が F で発音される

（1.1.2.1）。  

③ ナイマン方言では標準音と文語の一部の語（語頭に b がある）の第１音節の円唇母音 J

が a で、u（語頭に b、m がある）が E で発音される（1.1.2.2）。 

④ 標準音の一連の語（語頭に b がある）の第１音節の J がナイマン方言では C～O で発音

される（1.1.2.2）。 

⑤ チャハル方言では語末の n が N で発音されるが、ナイマン方言では少数の語を除く  

と n のままである（1.1.2.1）。 

⑥ 標準音の N に後続する x / g はナイマン方言では脱落するが、チャハル方言では脱落し

ない。N に後続する x がチャハル方言では k で発音される（1.2）。 

⑦ ナイマン方言では標準音の語頭に m がある一部の語の第１音節の円唇母音 o が E で  

o: が E: で発音される（1.1.2.2）。  

⑧ 標準音の一部の語における長母音がナイマン方言では短母音で発音される（1.1.2.2）。 

 

２．ナイマン方言と隣接諸方言（隣接のホルチン方言・ハラチン方言・バーリン方言）と

の音韻の比較： 

 

（1）ナイマン方言とバーリン方言の音韻の比較 

共通点： 

① 標準音の b に後続する一連の語の第１音節の  J がナイマン方言とバーリン方言で  

はC～Oで発音される（1.1.2.2）。 

② 文語と標準音の一連の語頭の  n が l で発音される（1.1.2.1）。  

③ 標準音の一連の語（語頭に  b がある）の第１音節の円唇母音 J が  a で、u が Eで発
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音される（1.1.2.2）。  

相違点： 

① ナイマン方言では語頭の x  t  T がその後の子音の影響で g  d  D となる（1.1.1）。 

②  限界の副動詞語尾は標準音では-tal4 で、ナイマン方言では-tEr のように l が r で発音

される（1.1.2.1）。   

③ ナイマン方言では標準音の一部の語頭の x（文語の i の前の k）が F で発音される

（1.1.2.1）。 

④ ナイマン方言では文語の一部の語頭の F が j で発音される（1.1.2.1）。  

ナイマン方言には上記の特徴があるが、バーリン方言にはない。  

⑤ 標準音の N に後続する x / g がバーリン方言では脱落しない場合が多いが、ナイマン

方言では脱落する（1.2）。 

⑥ ナイマン方言では標準音の語頭に m がある一部の語の第１音節の円唇母音 o が E で、

o: が E: で発音されるが、バーリン方言では非円唇母音化しない（1.1.2.2）。  

⑦ 標準音及びバーリン方言の一部の語における長母音がナイマン方言では短母音で発音

される（1.1.2.2）。 

    

（2）ナイマン方言とホルチン方言の音韻の比較 

共通点： 

① 文語と標準音の一部の女性語がナイマン方言とホルチン方言では男性語となる 

（1.1.2.2）。 

② 標準音の N に後続する x / g がナイマン方言とホルチン方言で脱落する（1.2）。 

③  文語と標準音の一連の語頭の n が l で発音される。 

相違点： 

①  ナイマン方言では語頭の x t T がその後の子音の影響で g d D となる（1.1.1）。  

②  限界の副動詞語尾は標準音では-tal4 で、ナイマン方言では-tEr のように l が r で発音

される（1.1.2.1）。  

③  標準音の一部の語頭の F がナイマン方言では j で発音される（1.1.2.1）。  

ナイマン方言に上記の特徴があるが、ホルチン方言にはこれらの特徴はみられない。  

④ ホルチン方言では標準音の T が全て F で発音される。  

⑤ ホルチン方言では o がない、o の代わりに多くの場合  u が用いられ（SecenbaGatur 

2005：317）。  

⑥ ホルチン方言では o: がない。（標準音の）o: が多くの場合 E: で発音れる。一部の

地域ではo: が uE～uE: で発音れる。（SecenbaGatur 2005：322）。  

⑦  ホルチン方言では標準音の N に後続する n が l で発音される（1.1.2.1）。 

⑧  ホルチン方言では長母音が短母音で発音される例が比較的に多い（1.1.2.2）。 
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⑨ ホルチン方言の一部の地域ではに文語の非第１音節の i の前の n が jで発音される

（BayancoGtu 2007：405）。  

⑩ ホルチン方言の一部の地域では  s を  t で発音する（BayancoGtu 2007：406）。  

 

（3）ナイマン方言とハラチン方言の音韻の比較 

共通点： 

① 標準音の一部の語頭の x（文語の第１音節の i の前の k）が F で発音される（1.1.2.1）。  

② 標準音の一連の語の第１音節の J（b に後続する）が C～O で発音される（1.1.2.2）。 

③ 文語と標準音の一連の語頭の n が l で発音される（1.1.2.2）。  

④ 標準音の N に後続する x / g がナイマン方言では脱落するが、ハラチン方言でも脱落

する例が多い（1.2）。 

⑤ 第１音節の J に異音 J^～Ja がある（MOnggUngerel 1998：8；Secen, W. 2000：185～186：；

Secen1998：351～352）（1.2）。 

⑥  標準音の一連の語（語頭に b がある）の第１音節の円唇母音 J が a で、u が E で発音

される。（1.1.2.2）。 

  

相違点： 

① ナイマン方言では語頭の x t Tがその後の子音の影響で g d Dと異化する（1.1.1）。 

② 限界の副動詞語尾は標準音では-tal4 で、ナイマン方言では-tEr のように l が r で発音

される（1.1.2.1）。  

③ ナイマン方言では文語の一連の語頭の F が j で発音される（1.1.2.1）。  

ナイマン方言に上記の特徴があるが、ハラチン方言にはない。  

④ ハラチン方言には男性母音 I とその長母音 I: がある（SecenbaGatuG 2005：355～356）

（曹道巴特尔 2007：48）が、ナイマン方言にはない。 

⑤ 標準音と他の方言の J: がハラチン方言では C:で発音される場合がある（曹道巴特尔：

94～95；SecenbaGatuG 2005：355～356）  

 

  以上のほかに、ナイマン方言では第１音節の J に uR / J@という異音がある点で他の方言

と異なる。また、標準音の第１音節の o と u がナイマン方言では o / u 両方で発音される

例もある。更に、ナイマン方言では標準音及び隣接方言の一連の語頭の非円唇母音が円唇

母音で発音されるなど他の方言と異なる点がある。  
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表 77：ナイマン方言とチャハル方言・バーリン方言・ホルチン方言・ハラチン方言との音

韻の比較 

                      方言 

特徴                 

チャハ

ル方言 

ナイマ

ン方言 

バーリ

ン方言 

ホルチ

ン方言 

ハラチン

方言 

語頭の x  t  T が g d D と異化す

る。  

有 有 ――38[41] ―― ―― 

文語の副動詞語尾-tal2 の l が r で発音

される。  

有 有 ―― ―― ―― 

第１音節の J に異音 uR / J@ がある。  ―― 有 ―― ―― ―― 

 

第１音節の J に異音 J^～Ja がある。  ―― 有 ―― ―― 有 

 

標準音の一部の語頭の F が j で発音さ

れる。  

有 有 ―― ―― ―― 

標準音の一部の語頭の x（文語の第１

音節の i の前の k）が F で発音される  

―― 有 ―― ―― 有 

標準音の一部の語頭の n が  l で発音さ

れる。  

―― 有 有 有 有 

男性母音 I と I: がある。  

 

有 ―― ―― ―― 有 

標準音と他の方言の J: が C: で発音

される場合がある。  

―― ―― ―― ―― 有 

標準音の N に後続する x / g が脱落す

る。  

―― 有 ―― 有 有 

標準音の N に後続する n が l で発音さ

れる。  

―― ―― ―― 有 ―― 

標準音の T の代わりに F が発音され

る。  

―― ―― ―― 有 ―― 

標準音の o が u で、o: が E:ま  

たは uE～uE:で発音される。  

―― ―― ―― 有 ―― 

共通項目数  ７ １３ ６ ４ ７ 
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1
  地名等における（ ）内は中国での漢語による表記で、以下同様である。  

2
  本稿ではチャハル下位方言・ナイマン下位方言・バーリン下位方言・ホルチン下位方言・ハ

ラチン下位方言・オルドス下位方言などを全て方言と呼ぶ。  
3
  本稿の標準音とは中国領内のモンゴル語標準音を指す。  

4
 （ ）の中は筆者による。   

5
  同じ調査が 1992 年の夏、内蒙古自治区の興安盟で行われた。  

6
  「豊かな草原」という意味である。  

7
  直訳すると「小さな困難」という意味である。“バガ・ベルヘ”の“ベルヘ”とはモンゴル語  

で「困難」という意味だが、この地域は砂漠や丘などがあるため交通が不便で、徒歩で  

も車でも人の往来が困難であることがその由来と思われる。  
8
  データベース化した 3339 の文のうち、一部、二つの文を一つにまとめた箇所もあるため、

文の通し番号だけが残ってしまったものを含めると 3339 文であるが、実際には 3333 文であ

る。  
9
 これを「本稿の基礎資料」と呼ぶ。  

10
 本稿の中で明示しない資料はこの調査の資料である。  

11
 以下では 1993 年の調査資料・1994 年の調査資料と呼ぶ。この資料は未公刊である。  
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12

  引用部分の漢語の原文からの和訳は筆者による。  
13

 本稿のモンゴル文語のローマ字転写と標準音の国際音声記号（IPA）による表記は全て

mongGol kitad toli（1999）による。なお、本稿で原典の文語のローマ字転写 x を k で、χ を

q で表記した。  
14

 本稿では、標準音とは中国領内のモンゴル語標準音を指す。  
15

 表の中のナイマン方言の項目の数字は本稿の基礎資料である筆者による現地調査資料のデ

ータベーの文のコード番号である。数字が付いていない例はデータベースにない語で、他の

調査によるものである。  
16

 本稿の基礎資料になく、コード番号を付けられないため、―― を付けたが、他の調査で確

認できたものである。  
17

 筆者が参加した 1993 年と 1994 年の方言地図作成のための調査の資料である。  
18

 各方言の話される地域（旗）名の下の欄に表示した数字は調査で現れた地点の数である。  
19

 ナイマン方言の 2003 年の調査は 20 地点で行われた。  
20

 1993 年の方言地図作成のための調査資料によるとナイマン方言では DJxa:r というところも

ある。 
21

 本稿では右下の数字は母音調和による異形態を示す。すなわち、a4 は a / E / C / o を、a3 は

a / E / C を、a2 は a / E を、J2 は J / u を示す。文語では a2 は  a / e を、u2 は u / U を示す。  
22

 現在の家屋より簡単なつくりの家で、ゲルから定住家屋に変わる過渡的な段階の家屋である。 
23 1993 年の調査による。  
24 表 35 のホルチン方言とバーリン方言の例は 1993 年と 1994 年の調査資料によるものである。 
25 FCdEm u(11)2792、bJgJlDJr u(08)1845、tomo: / tumo:  u(10)2664 / u(01) 0114  
26 この表の中の例の後ろの数字は本稿の基礎資料に現れた頻度を示す。  
27 バーリン右旗の口語で代表される。本稿で扱うバーリン方言のことである。  
28 barEn  u(09)2163、Tig  u(09)2445、jaxaD  u(09)2102、xCjil  u(11)2846、FJd  u(03)0499  
29 bag_Tina:n はナイマン方言の独特な表現である。文末に疑問助辞 i: が用いられ、「少なか

らず」という意味を表す。  
30 チャハル方言の例は Vuda(1982) による。  
31 ホルチン方言の mEN とバーリン方言の sJNgEx は 1993 年と 1994 年の調査資料による。  
32 本稿の基礎資料に TaN  u(04)0540、tENEr u(01)0294、sJNEx u(03)0481、muN u(01)0204 が現

れた。 
33

 一部のところでは imrEg とも発音される。  
34

 -a:n は再帰所属語尾である。  
35 ウジュムチン方言では togdor である。  
36

 先日という意味である。  
37 チャハル方言の例はインフォーマントのスチンバートル氏（チャハル出身のネイティブ）に

よるもので、ウジュムチン方言の例は KUkebars・Cimeg（1997：41）によるものである。  

 


